
投書の文章(一部変更) 
初めて投書させていただきます。 
本日は碧南市民病院歯科口腔外科で日常的に行われているパワハラについて告発したいと考え、

筆を執りました。 
問題となる K 医師が党員へ赴任して 10 年目となります。 
以前口腔外科で H 医師の研修医に対するパワハラが問題となり、辞任となった後に赴任してきた

のが K 医師となりますが、私たちに言わせれてみれば K 医師の方が悪質なパワハラと言わざるを

得ません。現に、新たに赴任されてこられる医師は皆 K 医師よりパワハラを受け、１～２年足ら

ずで退職していかれます。特にここ数年は酷く、患者様へも不利益がかかっていますので、当院

全体としての問題をなっています。院長をはじめ病院幹部は K 医師へたびたび忠告をしています

が何ら改善はないようです。 
・看護師への暴言「仕事しない」 
・自身の勝手な都合で予約患者を４時間以上待たせる。 
・他医師への暴言（「あなたは仕事ができない馬鹿だ」「給料泥棒」等） 
・特定の衛生士への過度な労働指示（他の衛生士とはほとんど話もしない） 
・他医師の仕事を故意に制限する。 
・患者に対して他の医師の悪口を言う（「他の先生は信用するな」） 
・診療のボイコット 
・研修医など若手医師への教育放棄 
・研修医にオーバーワークを強いてうつ病においやる（昨年数か月休職） 
・患者の前でコメディカルに対する暴言 
挙げれば際限なくでてきます。皆疲弊しきっています。このままでは大きなトラブルとなりま

す。どうか助けていただきたいです。この投書をきっかけにして調査をおこなって下さい。 

日
本
共
産
党
に
悲
痛
な
投
書

９
月
１
日
、
日
本
共
産
党
に
投
書
が
届
き
ま
し
た
。

碧
南
市
民
病
院
の
歯
科
口
腔
外
科
で
起
こ
っ
て
い
る

パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て
で
し
た
。
日
本
共
産
党
は
、
９

月
議
会
決
算
審
査
な
ど
で
、
こ
の
内
容
を
示
し
市
長

に
雇
用
主
と
し
て
厳
正
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

10
月
1
日
に
市
長
に
文
書
で
対
応
を
求
め
、
７
日

に
は
副
市
長
と
秘
書
情
報
課
長
と
面
談
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
６
月
１
日
に
法
強
化

市
民
病
院
で
は
、
過
去
に
も
歯
科
口
腔
外
科
に
お

い
て
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
問
題
が
起
こ
り
、
逆
に

当
事
者
に
よ
っ
て
不
当
解
雇
の
訴
訟
へ
と
持
ち
込
ま

れ
、
碧
南
市
側
が
敗
訴
す
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
教
訓
に
再
発
防
止
を
徹

底
し
て
職
場
の
民
主
主
義
と
人
権
を

守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

日
本
共
産
党
へ
の
匿
名
投
書
で
、

ま
た
歯
科
口
腔
外
科
の
医
師
に
よ
っ

て
パ
ワ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
起
こ
っ

て
い
る
こ
と
が
告
発
さ
れ
ま
し
た
。

市
民
病
院
の
職
場
を
守
る

日
本
共
産
党
は
こ
の
問
題
を
重
視

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も
献
身
的
に
命
と
健
康
を
守
る
た

め
に
頑
張
っ
て
き
た
市
民
病
院
の
職
員
と
職
場
で
絶

対
に
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
職
場
の
総
力
を
あ
げ

て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
を
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

ま
た
、
職
員
の
雇
用
主
で
あ
る
市
長
自
ら
こ
の
問
題

の
解
決
に
力
を
尽
く
す
こ
と
を
求
め
ま
す
。

要
求
項
目

１
、
２
０
２
０
年
６
月
１
日
よ
り
、
職
場
に
お
け
る

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。
市

民
病
院
で
実
施
し
て
い
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

①
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い
旨
の
方
針

を
明
確
化
し
職
員
に
周
知
・
啓
発
し
て
い
ま
す
か
。

②
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
者
に
つ
い
て
、
厳
正
に
対
処

す
る
旨
の
方
針
・
対
処
の
内
容
を
定
め
、
職
員
に
周

知
・
啓
発
を
し
て
い
ま
す
か
。

③
相
談
窓
口
を
定
め
て
い
ま
す
か
。
ど
こ

で
職
員

に
周
知
さ
れ
て
い
ま
す
か
。

④
相
談
内
容
や
状
況
に
応
じ
、
適
切
に
対

応
し
て

い
ま
す
か
。

ア
、
令
和
２
年
度
中
の
相
談
件
数
は

イ
、
主
な
相
談
内
容
と
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
ま

し
た
か
。

⑤
「
歯
科
口
腔
外
科
で
パ
ワ
ハ
ラ
が
あ
る
」

と
の

告
発
が
日
本
共
産
党
に
寄
せ
ら
れ

て
い
ま
す
が
、

そ
の
よ
う
な
相
談
は
あ

り
ま
し
た
か
。

＊
管
理
部
の
職
員
と
は
面
談
し
て
い
る
。

⑥
告
発
に
よ
れ
ば
、
「
看
護
師
や
他
医
師
へ
の
暴
言

な
ど
挙
げ
れ
ば
切
り
が
な
く
、
皆
疲
弊
し
き
っ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
で
は
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
と
な
り
ま
す
。

ど
う
か
助
け
て
く
だ
さ
い
。
」
と
訴
え
て
み
え

ま
す
。

ア
、
被
害
者
に
対
す
る
配
慮
の
た
め

の
措
置

を
行
い
ま
し
た
か
。
そ
の

内
容
を
教
え
て
く

だ
さ
い
。

イ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
行
為
者
に
ど
ん

な
措
置

を
し
ま
し
た
か
。

ウ
、
再
発
防
止
に
向
け
て
措
置
を
講
じ
る
の
は

法
律
上
の
義
務
で
す
。
ど
の
よ
う
な
措
置
を
講

じ
ま
し
た
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
・労
組
参
加
体
制
を

歯
科
口
腔
外
科
で
は
、
昨
年
度
に
も
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
が
発
生
し
て
お
り
、
有
効
な
措
置
が
取

ら
れ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
す
か
。
二
度
と

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
が
発
生
し
な
い
よ
う
な
体
制
・

職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
る
の
が
法
律
に
定
め

る
事
業
主
の
義
務
で
す
。
こ
う
い
う
こ
と
に
こ

そ
市
長
を
先
頭
に
市
総
務
部
が
関
与
す
べ
き
で

す
。
国
は
、
労
働
組
合
等
の
参
画
を
得
つ
つ
、

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
意
見
交
換
等
を
実
施
す
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
常
に
的
確
な
状
況
の
把
握

や
必
要
な
見
直
し
な
ど
の
検
討
を
求
め
て
い
ま

す
。
碧
南
市
と
し
て
具
体
化
し
再
発
防
止
の
徹

底
が
必
要
で
す
。
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市長の責任でパワハラなくせ



日
本
共
産
党
の
総
選
挙
政
策

な
に
よ
り
、
い
の
ち
。

ぶ
れ
ず
に
、
つ
ら
ぬ
く

自
公
政
権
を
終
わ
り
に
し
て
、

政
権
交
代
で
、
命
を
守
る
政
治
を

コ
ロ
ナ
対
策

経
済
・
社
会
活
動
を
再
開
し
な
が
ら
、
命
を
守
る
た
め
に

〈
四
つ
の
チ
ェ
ン
ジ
で
自
公
政
権
に
か
わ
る
新
し
い
政
治
を
〉

１
、
日
本
共
産
党
の
新
経
済
提
言
＝
コ
ロ
ナ
危
機
を
乗
り
越

え
、
暮
ら
し
に
安
心
と
希
望
を

①
医
療
、
介
護
、
保
育
、
障
害
者
福
祉
な
ど
ケ
ア
を
さ
さ

え
る
政
治
に

②
働
く
人
の
「
使
い
捨
て
」
を
や
め
さ
せ
、
８
時
間
働
け

ば
ふ
つ
う
に
暮
ら
せ
る
社
会
に

③
お
金
の
心
配
な
く
、
学
び
、
子
育
て
で
き
る
社
会
に

④
コ
ロ
ナ
危
機
で
困
難
に
直
面
し
て
い
る
中
小
企
業
、
農

林
水
産
業
を
支
援
し
、
地
域
経
済
を
立
て
直
す

⑤
税
金
の
不
公
平
を
た
だ
す
＝
消
費
税
減
税
、
富
裕
層
・
大
企
業
へ
の

優
遇
を
な
く
す

⑥
気
候
危
機
打
開
と
一
体
に
、
災
害
に
強
い
社
会
を
つ
く
る

２
、
地
球
の
未
来
を
守
る
政
治
へ
の
転
換
＝
気
候
危
機
を
打

開
す
る
日
本
共
産
党
の
２
０
３
０
戦
略

①
気
候
危
機
は
非
常
事
態

②
「
口
先
だ
け
」
の
自
公
政
権
ー
四
つ
の
問
題
点
（
２
０
３
０
目
標

42

％
が
低
い
。
石
炭
火
力
、
原
発
依
存
、
め
ど
な
き
「
新

技
術
」
）

③
省
エ
ネ
と
再
エ
ネ
で
、
２
０
３
０
年
ま
で
に

50
～

60

％
削
減
＝
日
本

共
産
党
の
提
案

④
脱
炭
素
、
省
エ
ネ
・
再
エ
ネ
を
す
す
め
る
社
会
シ
ス
テ

ム
の
大
改
革
を

⑤
脱
炭
素
と
貧
困
・
格
差
是
正
を
２
本
柱
に
し
た
経
済
・

社
会
改
革
で
、
持
続
可
能
な
成
長
を

３
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、
多
様
性
と
個
人
の
尊

厳
を
大
切
に
す
る
政
治
へ
の
転
換

①
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
の
日
本
へ
、
い
ま
こ
そ
政

治
の
転
換
を

②
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
、
多
様
性
を
認
め

な
が
ら
共
生
す
る
社
会
に

③
先
住
民
族
と
し
て
の
ア
イ
ヌ
の
権
利
を
守
り

ま
す

④
子
ど
も
の
尊
厳
を
大
切
に
支
え
る
教
育
へ

４
、
憲
法
９
条
を
生
か
し
た
外
交
へ
の
転
換
で
、
平
和
な

日
本
と
ア
ジ
ア
を
つ
く
る

①
自
民
党
の
９
条
改
憲
の
た
く
ら
み
に
終
止
符
を
打
つ

②
核
兵
器
禁
止
条
約
に
参
加
す
る
政
府
を
つ
く
る

③
「
異
常
な
ア
メ
リ
カ
い
い
な
り
」
の
政
治
を
た

だ
す

④
い
ま
こ
そ
憲
法
９
条
を
生
か
し
た
平
和
外
交
を
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戦争法廃止
改憲許すな19行動
12月19日（日曜日）

午前11時～12時 ヤマナカ前に

日本共産党碧南市会

議員団のホームペー

ジを新しくしました。

ごらんください。

新
し
い
日
本
を
つ
く
る
五
つ
の
提
案

○
新
自
由
主
義
か
ら
転
換
し
格
差
を
正
し
暮
ら

し
家
計
応
援
第
一
の
政
治

○
憲
法
を
守
り
、
立
憲
主
義
・
民
主
主
義
・
平

和
主
義
を
回
復
す
る

○
覇
権
主
義
へ
の
従
属
・
屈
服
外
交
か
ら
抜
け

出
し
、
自
主
・
自
立
の
平
和
外
交
に
転
換

○
地
球
規
模
の
環
境
破
壊
を
止
め
、
自
然
と
共

生
す
る
経
済
社
会
を
つ
く
る

○
ジ
エ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
、
多
様
性
を

大
切
に
し
個
人
の
尊
厳
を
尊
重
す
る
政
治

野党は団結を
野党共通政策の提言（骨子）

衆議院総選挙における野党共通政策の提言

―命を守るために政治の転換を―

１、憲法に基づく政治の回復

２、科学的知見に基づく新型コロナウイルス対策の強化

３、格差と貧困を是正する
４、地球環境を守るエネルギー
転換と地域分散型

経済システムへの移行

５、ジェンダー視点に基づいた
自由で公平な社会の実現

６、権力の私物化を許さず、公
平で透明な行政を実現する


